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本書は
、祇園全禄氏がライフワークとして取り　　　　第一章　目的・内容・方法・資料・研究史概要
組んだヽ戦前の福岡県地理教育実践史研究である・　　　第二章　匚学制」頒布時から明治20～30年代
その内容は
、福岡県の において科学　　　　
第三章　大正デモクラシー期
的社会認識形成がなされているかをヽ次の3 ゛s）の　　　　　　。
分析視点で歴史的に分析
、検討したものである。 第四早昭和初期
①　匚説明的知識」、概念的知識」がどのよう　　　　第五章　昭和10年代
に組み込まれているかｏ　　　　　　　　　　　　　　第六章総括
②「‾分析」匚総合」の用語がどのような意味　　　　第二章を萌芽期Ｉ・ｎ、第三章を胎動期Ｉ、第
で使われているか
。　　　　　　　　　　　　　　　四章を胎動期ｎ、第五章を退潮・変容期と歴史的
③　知識習得の手法として、認識主体者として　　　に位置付けている。
の児童の能動性
、積極性がどのように重視さ　　　　本研究の仮説は、次のとおりである。
れているか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匚学制」頒布時から厂戦時教育令」公布時ま
祇園氏は
、福岡学芸大学を卒業後、福岡県の公　　　　での福岡県地理教育実践の中に、匚科学的社会
立中学校の教諭
、教頭、校長を歴任し、この間に　　　　認識」形成の萌芽・胎動が存在した。それらは
兵庫教育大学大学院に内地留学した
。その後、福　　　　社会科教育前史として意味づけることができる。
岡県教育庁の主任指導主事
、福岡市教育委員会高　　　　この仮説を、先に示した３つの分析視点をもと
等学校活性化等担当部長を務めた
。さらに、弘前　　　にして、多くの史資料を対象に検証している。最
大学教育学部教授
、附属中学校長等を経て、現在　　　も大きな特徴は、対象とする史資料の範囲が、地
福岡教育大学監事の要職にある
。　　　　　　　　　　理教育実践の事実を示す方針案、教授案、実践記
本研究のルーツは、1983年度の兵庫教育大学大　　　録に及んでいることである。
学院修士論文匚社会認識形成の視点から見た福岡　　　　例えば、門司市立錦町国民学校匚初等科第四学
県地理教育史
－『学制』頒布時から『戦時教育令』　　年国民科郷土観察」の分析がそれに当たる。国民
公布時まで
」ーにある。祇園氏は一貫して、戦前　　　科地理の「郷土の観察」は、意図的に教授書『郷
の福岡県における地理教育実践の中に
、科学的社　　　土の観察』（文部省）しか発行されなかった。し
会認識形成の萌芽や胎動があったことを歴史的に　　　たがって
、どのような実践が行われたかを分析、
位置付け
、論証している。分析対象の史資料は 検討した研究は少ない。祇園氏は、ていねいに福
『福岡県教育会々報』『福岡県教育会』『教育公論』　　岡県の実践を掘り起こし
、当時の地理教育は皇国
『大牟田市案の教育』をはじめ膨大なものになっ 　民の錬成が中心で、分析視点の３つに見合うもの
ている
。さらに、『地理教育指導法精義』（清水甚　　　はないとして、この時期を退潮・変容期と歴史的
吾）などの地理教育論の理論書や郷土読本なども　　　に位置付けているｏ
含まれている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　祇園氏の研究を受け継ぎ、戦前の実践分析から本書の構成は、次のとおりである。　　　　　　　　学ぶ視点をもった社会科教育でありたい。
162－
